
Externally, the global agricultural market 
i s  e v o l v i n g v e r y q u i c k l y  a n d t r a d e 
between countries is increasing. In Japan, 
agr icu l ture is an impor tant indust ry, 
and the requirements set for Japanese 
agricultural produce are very high, so 
the quality of the produce meets the high 
standard and is difficult for many overseas 
countries to match.  At the same time, 
however, the crop protection market in 
Japan continues to decline (minus 1-2% 
per annum) as a resu l t o f increased 
pressure on Japanese farmers from the 
importation of foreign produce, reduced 
planted acreage and reduced pesticide 
use driven by consumer perceptions of 
crop protection products.

Internal ly, BCS is a leading company 
globally and in Japan in both the crop 
protection and environmental science 
businesses, and has an important role to 
play in the industry as it evolves over the 
coming years.  In a declining market it is 
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　神戸ドイツ学院のグラウンドには、オリンピックなどの国際
大会が開催されるグラウンドと同レベルの性能を実現する新
開発のMDIベースのポリウレタンシステムが採用されており、
日本初の施工となる環境に配慮したポリウレタン舗装材は、
高いクッション性を持ち、維持管理がしやすく耐久性にも優れ
ている。さらに、水性遮熱ポリウレタンベーストップコートにより
夏の炎天下でも表面温度の上昇を抑え、熱中症の軽減にも
役立つ。

　グラウンド贈呈式終了後、
専門紙記者を招いてのメディ
アラウンドテーブルを開催し
た。素材科学事業グループ
日本代表の久野晴生氏、住
化バイエルウレタン社長の
米丸公康氏をはじめ、バイエ
ルの技術陣が参加し、ポリウ
レタン舗装材の解説と、神
戸ドイツ学院を始めとする施
工事例の紹介を行った。

神戸ドイツ学院の
新グラウンド

施工中の様子。住化
バイエルウレタン製
の新素材を使用した
ポリウレタン舗装材
は高い施工性を備え、
短 期 間 で の 施 工 が  
可能

新しいグラウンドで元気よく遊ぶ子ども達

メディアラウンドテーブルを開催
　1909 年設立のドイツ系インターナショナルスクール。今年完成し
た新校舎は「太陽学舎（たいようのまなびや）」と名付けられ、自然
環境を生かした省エネ技術が取り入れられている。屋根には太陽光
発電パネルが設置されており、日中使用する電力の最大 80％を太
陽光発電でカバーできる。教室には天窓が取り付けられ、自然光が
取り入れられるようになっている。

自然光が差し込む明るい教室 屋根には太陽光発電パネルを設置

神戸ドイツ学院／ヨーロピアンスクール
German School Kobe / European School

　住化バイエルウレタンは、1969年9月1日、ポリ
ウレタン製品と塗料・接着剤の原料素材を提供
することを目的として、ドイツ・バイエル社と住友
化学工業株式会社（現住友化学株式会社）
の合弁会社として設立。常に業界のパイオニア
として、さまざまな原料を生産してきた。加工技
術の開発・改良あるいは用途の開発研究に積
極的に取り組み、また、米国、欧州における先進
応用技術を導入、提供するなど、ポリウレタン工
業の日本市場に貢献をしてきたことを自負してい
る。創立40周年に際して、バイエル マテリアル
サイエンス社経営委員会委員のピーター・ワナ
カー氏は「設立当時は、その後40年にわたって
展開されるサクセスストーリーを予測するなど不
可能なことでしたが、今日では、住化バイエルウレ
タンは持続可能な成功の礎である安定と変化、
そして信頼性と柔軟性を示す手本となっていま
す」と祝辞を寄せた。
　また、化学品の安全な取り扱いの徹底を図る
ため、同社の生産拠点である新居浜プラントで
は、レスポンシブル・ケア活動を通じて、環境、安

全、健康の３つの柱にも真剣に取り組んでいる。
　2008年には本社を尼崎から大阪に移転した
ことに伴い、素材科学事業グループの技術部門
を集約したイノベーション・センターを設立。各
事業部の連携を強化し、部門横断的な顧客対
応を実現している。次の10年に向けて新たなス
タートを切った住化バイエルウレタン。今後も顧
客のニーズに着実に応えられるビジネスパートナ
ーとして歩み続けていく。

尼崎のイノベーション・センター

イノベーション・センターのショールーム

新居浜プラント

　2009年10月16日、尼崎のイノベーション・
センターにおいて創立40周年イベントが行わ
れた。住化バイエルウレタン代表取締役社長
の米丸公康氏は「当社がこれほどまでに成
長出来たのは、ポリウレタン樹脂の将来性へ
の確信と、住友化学とバイエル間の良きパート
ナーシップの確立という当初のコンセプトが明
確だったからです。現在は厳しい市場環境で
すが、回復の兆しは見え始めています。“One 

Business One Team” の下、チーム一丸とな
って難局を乗り越えましょう」と挨拶。イベント
の途中には懐かしい写真のスライドショーや社
員によるお宝自慢大会などが行われ、大いに
盛り上がった。最後は、当日の参加者全員がそ
れぞれ撮影した写真をタイムカプセルに収め、
50周年の時に開くことを約束。次の10年に向
かって決意を固めた。

40周年を記念してイベントを開催

未来に向かって新たなスタート

40th
住化バイエルウレタン株式会社は、
1969 年にドイツ・バイエル社と住友化学工業株式会社
（現住友化学株式会社）の共同出資により設立され、
40 年目を迎えた。日本の製造業に貢献してきたその歩みを振り返る。

創業40周年を迎えた

住化バイエルウレタン株式会社

The joint venture between Bayer and Sumitomo 
Chemicals (SBU) dates back to 1969 and is the 
backbone of Bayer’s polyurethane activities in 
Japan. In a letter to his SBU colleagues, Peter 
Vanacker, Executive Board Member of Bayer 
MaterialScience AG, congratulates, saying:  “When  
SBU  was established,  it  was  impossible to 
predict the success story that would evolve over 
the next forty years. Today, SBU is an example of 
stability and change, of reliability  and  flexibility. 
In brief, factors on which sustainable success is 
based.” SBU  is  ready  to  continue  this  story  for 
the next decade ahead taking full advantage of the 
Innovation Center in Amagasaki, which opened in 
early 2009, and Production in Niihama, which is 
recognized for its excellent safety record.

Sumika Bayer Urethane Co., Ltd.
celebrates 40 years of business

創立 40 周年イベントで盛り上がる社員達

12




